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３月の予定
１ 日

２ 月

３ 火 レクダンス、米川若草会
４ 水 韓国料理教室、ＪＡみやぎ登米、戸山流居合道
５ 木 １区町内会、東和ﾐﾗｸﾙｷｯｽﾞ、東和町ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会
６ 金 仲上沢振興会
７ 土 恵の会、東和中３年絆の会
８ 日
９ 月
１０ 火 ふれあいサロン、レクダンス
１１ 水 戸山流居合道
１２ 木 東和ミラクルキッズ
１３ 金 米川ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ愛好会、東和町バレーボール協会
１４ 土
１５ 日 東上沢旭会
１６ 月
１７ 火 レクダンス、米川若草会
１８ 水 米川生産森林組合、戸山流居合道
１９ 木 柳絮句会、東和ミラクルキッズ

２０ 金 春分の日 東和町バレーボール協会

２１ 土
２２ 日
２３ 月
２４ 火 ふれあいサロン、レクダンス
２５ 水 戸山流居合道
２６ 木 東和ミラクルキッズ
２７ 金 東和町バレーボール協会
２８ 土 東和フォトサークル
２９ 日
３０ 月
３１ 火 レクダンス

米川の世帯数と人口

令和８年１月末現在

行政区 世帯数 男 女 計(人) 前月比

１区 135 112 124 236 0

２区 92 105 96 201 △3
３区 103 130 129 259 1
４区 96 123 90 213 △2

５区 72 86 87 173 1

６区 74 94 88 182 0

７区 56 78 78 156 0

８区 110 105 126 231 △1

９区 56 51 77 128 0

１０区 34 49 42 91 0

計 828 933 937 1870 △4

米川公民館 俳句教室
選者：俳句教室講師 及川奈奈夫 氏

２月の兼題 ：水かぶ り 遅春 雑詠

３ 月 の 兼 題 ： 春 の 闇 蝶 当 季 雑 詠
皆 様 か ら の 投 句 を お 待 ち し て い ま す 。

米川新聞 ３

交
通
安
全
な
ど
を
祈
っ
て

節
分
会
（
せ
つ
ぶ
ん
え
）

の
ご
祈
祷
が
行
わ
れ
ま
し

た
。地

元
内
外
か
ら
お
よ
そ

80
人
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る

中
、
ご
祈
祷
が
行
わ
れ
た

の
ち
、
住
職
や
鱒
渕
仮
面

と
そ
の
仲
間
の
鱒
渕
ク
ラ

ブ
の
面
々
、
気
仙
沼
ぺ
い

さ
ん
ら
が
豆
ま
き
を
行
い
、

引
き
続
い
て
、
ト
ー
ク
を

交
え
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
、
集
ま
っ
た
皆

さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

2

月
1

日
（
日
）
午

後
華
足
寺
客
殿
に
お
い
て
、

家
内
安
全
・
身
体
堅
固
・

華
足
寺
で
豆
ま
き

２
月
１
日
（
日
）
、
「
米
川

の
水
か
ぶ
り
」
が
行
わ
れ
、
主

催
者
発
表
三
千
五
百
人
の
見
物

客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

参
加
す
る
男
衆
は
「
宿
」
の

菅
原
さ
ん
宅
に
集
ま
り
、
藁
の

装
束
を
作
り
、
そ
れ
を
身
に
ま

と
っ
て
顔
に
す
す
を
塗
っ
て
支

度
を
整
え
ま
し
た
。

境
内
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は

主
催
者
や
市
長
の
挨
拶
な
ど
開

会
行
事
が
行
わ
れ
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
「
次
代
へ
繋
ぐ

伝
統
行
事
」
と
題
し
て
、
中
学

生
に
よ
る
嵯
峨
立
神
楽
（
三
宝

荒
神
）
や
、
小
学
生
も
交
じ
っ

て
の
佐
沼
鹿
踊
（
三
人
舞
）
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

10
時
半
に
宿
を
出
た
男
衆
は

大
勢
の
カ
メ
ラ
マ
ン
や
見
物
客

に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
大
慈
寺
を

目
指
し
、
境
内
に
祀
ら
れ
て
い

る
秋
葉
山
大
権
現
を
参
拝
し
て

神
の
化
身
と
な
り
、
町
下
の
諏

訪
森
大
慈
寺
跡
地
を
参
拝
、
火

伏
を
祈
願
し
た
後
、
街
に
繰
り

出
し
て
い
き
ま
し
た
。

今
年
は
日
曜
日
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
参
加
者
は
中
学
生

４
人
を
含
む
28
人
と
小
学
生
３

人
の
見
習
い
、
お
か
め
、
火
男

を
加
え
た
総
勢
33
人
と
い
う
陣

容
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
世
界
に
誇
る
伝

統
行
事
「
米
川
の
水
か
ぶ
り
」

を
米
川
地
区
の
皆
さ
ん
で
工
夫

し
な
が
ら
、
守
り
、
伝
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
う
も
の

で
す
。

米
川
の
水
か
ぶ
り
賑
わ
う

【大慈寺境内の秋葉山大権現に参拝】

【中学生が舞った躍動的な三宝荒神】

【山門前で男衆を待つカメラの放
列と見物客の皆さん】

【八幡神社で記念撮影】

【顔にすすを塗る場面はシャッターチャンス】
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第６回ボッチャ大会 優勝は５区Ｃチーム

２月８日（日）に米川地区インドアスポー
ツ「第６回ボッチャ大会」を開催しました。
出場チームは5つの自治会からの11チームに

米川地域振興会チームを加えた12チームとな
り、小学生チームも含めた老若男女が集い楽
しく賑やかにゲームが進められました。
ゲームは12チームを３チームずつの４ブ

ロックに分けて予選リーグを行い、各ブロッ
クの上位２チームが決勝トーナメントに進出
し、８チームで優勝を争いました。
決勝トーナメントには５区からエントリー

した３チームすべてが進出し、準々決勝では
５区同士の戦いも組まれました。
決勝戦は５区Ｃ対10区うまっこで行われ、

平均年齢で大きく上回る５区Ｃが老練で安定
した投球で見事に優勝を果たしました。５区
は12月のユニカール大会に続いて、米川地域
振興会主催のインドアスポーツ大会で２連勝
を達成しました。
ボッチャは誰にでもできる簡単で楽しいス

ポーツです。次回はさらに多くの自治会の皆
様の参加をお願いいたします。
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決勝トーナメントの結果
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優勝：５区Ｃ

【優勝した５区Ｃ（中央）の皆さんと５区選手団】

乗合タクシー
利用登録受付開始

令和８年度の乗合タクシーの登録
申込書などを区長さんを通じて米川
地区全戸に配付しました。
２月24日から米川診療所、米川薬

局、米川公民館において受付を開始
しております。
４月１日から利用できるよう、早

めの申込をお願いいたします。
小・中・高校生の皆さんも賢く利

用しましょう。

２月７日（土）に開催された市主催の空き家セミナーに参加しました。
セミナーの内容として次の３つが印象的だったので紹介します。

①後継ぎがいなければ、早いか遅いかだけで誰もが「わが家を空き家にする」可能
性があり、決して他人事ではないということ。

②空き家が放置された場合、所有者に不利益が発生するばかりでなく、近隣住民に
被害が発生したり、空き家の増加により地域の魅力が低下する等、みんなが困る
状況になっていくということ。

③空き家を発生させないためには「住まいの終活」が必要であり、将来家を貸すの
か、売るのか、解体するのか、住み続けるのかなど、親が話を切り出して、様々
なことを家族で話し合っておくことが必要であるということ。
全国的に空き家が増加する傾向にありますが、この山紫水明の里を未来に引き継

いでいくためには、自分の家の将来の姿を思い描き、できることを実践していくこ
とが大切だと感じました。（公民館長）

登米市主催の空き家セミナーから

２月開催の公民館事業ピックアップ

米谷病院の安定した運営等について市長に要望
２月25日（水）、米川地域振興会の千葉会

長、米谷地域づくり協議会の齋藤会長、錦織
地域振興会の猪股会長ら11人が登米市役所に
おいて熊谷市長と会見し、米谷病院の利用者
の不安の解消に向けて「米谷病院の安定した
病院運営と整形外科医師の確保について」と
題した連名の要望書を提出して来ました。
要望の内容については次の３点となってい

ます。
①米谷病院の持つ重要性を再認識して、これまでの運営状況を維持しつつ分院や診療
所への移行を絶対避けること。

②米谷病院長並びに副院長、整形外科医の確保を速やかに行うこと。
③特に確保の目処が立っていないとされる整形外科医の確保は最重点的に行うこと。
市長や病院の担当者からは、①に対しては現時点では分院や診療所化の計画はない

ということでした。②③に対しては現在確保に向けてしっかりと対応しており、整形
外科医についても精力的に当たっていきたいとのことでした。

長生大学第３回学習会並びに閉講式を開催
２月２０日に開催した第３回学習会は８３

人が参加し、ウクレレ弾き語りmiwa（美和）
さんを講師に、ウクレレを奏でながら歌う懐
かしのメロディーを聞いたり、一緒に歌った
りして楽しい時間を過ごしました。
また、美和さんは石巻で震災の津波で自宅

を流された経験もあり、語り部としてのお話
も交えての講演となりました。
引続き行われた閉講式では、５年、１０年、

２０年の寿証書（寿証書は長生大学に３回出
席した人等に授与）を受ける特別受賞者が紹
介され、寿証２０年となる鱒渕竹峯会の工藤
佐恵子さんが寿証書を代表受領しました。
来年度も運営委員さんと楽しく質の高い講

座を企画しますので多くの皆さんの参加をお
願いします。

【寿証書特別受賞者の紹介】
２０年 工藤佐恵子様（鱒渕竹峯会）
１０年 亀井たみ子様（上沢交友会）
５年 千葉みえ子様（米川若草会）

佐藤幸子様 （上沢交友会）
熊谷ゆき子様（上沢交友会）
佐藤裕孝様 （綱木綱壮会）

つまみ細工教室

5月からスタート
した全８回の人気教
室が2月14日で終了。
全部で5つの作品

を仕上げました。

【完成した水かぶり人形】

【市長に要望書を手渡す米谷の齋藤会長】
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